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・県内の障害のある作家のアート作品約60点や、
先に開催した「全国障害者作品展」の人気作品17点 の展示

 ・特別企画として、聴覚障害のある少女をヒロインにした漫画
「聲の形」の原画約60点を展示

いしかわ百万石文化祭推進室 076(225)1354

１０月２５日（水）～１１月５日（日）〈１２日間〉

石川県政記念しいのき迎賓館 １０時～１７時   ※入場無料（ワークショップは有料）

「ISHIKAWAみらいアート展～県内障害者作品展～」

いしかわ百万石文化祭2023 障害者芸術・文化祭事業

聲の形原画展イメージ

「きらめくステージ －障害のある人もない人もともに－」

１０月２８日（土）１４時～１７時３０分 石川県立音楽堂 邦楽ホール  ※入場無料

〇障害のあるアーティストによる和と洋の特別ステージ
  ・義足のプロダンサー 大前光市氏（岐阜県）
 ・視覚障害の邦楽奏者 澤村祐司氏（東京都）
 ・視覚障害のトランペット奏者 藤井幹人氏
（ｵｰｹｽﾄﾗ･ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ金沢所属 大阪府）

 ・左手のピアニスト 黒崎菜保子氏（石川県）など

〇障害のある人とない人がともにつくるステージ
・県内の特別支援学校と県立高校の生徒の
  初共演による、和太鼓と軽音楽のコラボ、
筝曲の演奏や手話ポエムの披露 など

※「奈良県立ろう学校」（手話パフォーマンス甲子園

の優勝校）も特別参加

※土日祝日には「和傘絵付けワークショップ」も開催



○期 間 １１月３日（金・祝） ～１１月２６日（日）の土曜、日曜、祝日
○時  間 ９：００～１６：００
○入場料  無 料

（当駐車場を利用される場合は、駐車料金が必要）

要望の多い紅葉の季節である１１月中の土曜、日曜、
祝日に兼六駐車場屋上を一般開放

兼六駐車場 屋上からの眺望（10月24日撮影）

一般開放エリア

兼六駐車場屋上の一般開放について

-２-県民ふれあい公社 076(268)6222



ソウル便の運航再開の見通しについて

○運航ダイヤ

・週3便（火・木・土）
・仁川国際空港発 7:35 → 小松空港着      9:20
・小松空港発  11:15 → 仁川国際空港着 13:25

※ 運休前は、水・金・日の週３便運航
※ 今回の発着時刻が運休前と比べて約50分早まる

○運航機材

・ボーイング737（座席数：173席）
※ 運休前の機材の座席数は138席、147席、159席

-３-空港企画課076(225)1337

小松・ソウル便、本年12月28日(木)から運航再開の予定



首都圏アンテナショップの名称公募

-４-産業政策課076(225)1512

○来年３月に東京・八重洲に移転オープンする新たなアンテナショップの
 名称公募を本日より開始（応募締切：11月17日（金））

→応募方法：県ホームページ、はがき

○応募者から抽選で10名様に、ひゃくまん穀などの農産品や
 地酒、加工食品などの詰合せをプレゼント

○新たな名称については、年明けに決定予定

県ホームページ
（応募方法等の詳細はこちら）



成長戦略ファンド事業の申請状況について

-５-
産業政策課076(225)1513

ＤＸ推進

スタートアップ創出支援国プロジェクト採択への準備支援

地域資源活用支援 社会課題解決支援

新

新

新

13件 GＸ推進 ６件

７件 ９件

13件

新

新

126件

石川県産業の成長を牽引する事業を支援する「成長戦略ファンド」（７００億円）
→新たな研究・商品開発から事業化・販路開拓まで、複数年にわたり、一貫して支援

＜公募期間：８月１日～9月25日＞
  今年度、産学官金からなる「いしかわ新事業創出支援コンソーシアム」を創設
  県、ISICO、工業試験場、大学、金融機関等が連携し、民間企業の支援も活用しながら、案件を積極的に発掘

⇒ 昨年度比＋63%となる174件の申請（昨年度107件）

■研究開発支援、スタートアップ支援

■新商品・新サービス開発支援

メニュー別

11月中の採択を予定（事業化・販路開拓まで伴走支援）
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